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3月の出来事

●時　事

  1日  1月の県内有効求人倍率1倍割れ

●山梨県中央会ニュース

  9日  第13回中小企業組合まつり

14日  中小企業団体観光物産協議会

18日  外国人研修生・技能実習制度研修会

21日  正副会長会議・理事会

4月の予定

5・6日  信玄公まつり

2面　セーフティネット保証
  　　息吹/通常総会案内
3面　景況情報/業界の声
4面　アクティブ組合
5面　新設組合紹介/ただいま研究中
6面　教えて○○!!
  　　平成19年度情報連絡員会議開催
  　　HP研修
7面　今月のおすすめ○○!?/情報B0X
8面　女性部県大会/退職者紹介
  　　

あいさつをする内藤会長

　
春
の
う
ら
ら
か
な
陽
差
し
の
中
、
甲
府
市

大
津
町
の
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
に
お
い
て
、
第

13
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

　
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
は
、
中
小
企
業
と

組
合
の
事
業
活
動
を
県
民
に
理
解
し
て
も
ら

う
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。今
年
度
は
、大

企
業
と
中
小
企
業
、
都
市
と
地
方
と
の
格
差

の
拡
大
に
加
え
、原
油
高
騰
・
原
材
料
価
格
の

上
昇
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
中
小
企
業

は
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、
こ

の
よ
う
な
閉
塞
状
況
を
打
開
す
べ
く
、「
変
化

へ
の
挑
戦
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、変
化
に
挑

戦
す
る
企
業
や
取
り
組
み
の
紹
介
、
次
世
代

を
担
う
子
供
の
職
業
体
験
な
ど
、
新
た
な
試

み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
活
性
化
の
芽
だ
し

を
行
っ
た
。

　
ま
た
、今
年
度
の
開
催
に
お
い
て
は
、山
梨

県
よ
り
補
助
金
を
受
け
、「
県
内
地
場
産
業
製

品
Ｐ
Ｒ
事
業
」を
前
面
に
押
し
出
し
、地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
製
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
や
既
存
製
品
の
販
路
拡
大
を
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、
意
欲
的
な
組
合
等
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

　
山
梨
の
未
来
を
担
う
子
供
に
山
梨
の
産
業

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
子
供
ト

ラ
イ
ワ
ー
ク
」を
初
め
て
実
施
し
た
。参
加
者

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
目
を
輝
か
し
て
仕

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
供
の
姿
が
感
動
的

で
あ
り
、
保
護
者
や
受
入
を
し
た
出
展
者
か

ら
も
好
評
で
あ
っ
た
。

　
屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
山
宮
保
育
園
の
園

児
の
太
鼓
演
奏
、宮
川
道
場
の
空
手
演
武
、甲

斐
市
文
化
協
会
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
前
に
は
親
子
連
れ
を
中
心
に
観
客

が
集
ま
り
、一
生
懸
命
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

　
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
子
供
福
ま
き
」「
五

穀
豊
穣
福
ま
き
」が
盛
大
に
行
わ
れ
、両
手
一

杯
の
福
を
手
に
し
た
参
加
者
の
満
足
げ
な
表

情
と
は
裏
腹
に
何
も
と
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
子
供
の
残
念
な
表
情
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　
企
画
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
「
や
ま
な
し
の
観

光
と
産
業
　
い
ま
む
か
し
」で
は
、湧
出
当
時

の
お
お
ら
か
な
石
和
温
泉
の
入
浴
風
景
、
何

十
年
も
前
の
西
嶋
和
紙
の
手
漉
き
の
様
子
、

ワ
イ
ン
の
醸
造
風
景
が
飾
ら
れ
る
一
方
、
地

域
産
業
資
源
事
業
計
画
の
認
定
事
例
の
パ
ネ

ル
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に
見
学
し

て
い
た
。

屋内の会場風景

SLを楽しむ子供たち 宮川空手道場の演武
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　先月号のセーフティネット貸付制度に続き、今回も融資制度をご案
内します。セーフティネット保証制度は、取引先企業の倒産、取引先金
融機関の破綻、災害等により経営の安定に支障を生じている中小企業
に対し、一般の保証枠とは別枠で保証を行っています。

　対象となる方
　次に掲げる経済環境の急激な変化に直面し、経営の安定に支障を生じてい

る中小企業者であって、事業所の所在地を管轄する市町村長の認定を受けた方。

　1号　大型倒産発生(＊)により影響を受けている中小企業者 
　2号　取引先企業のリストラ等(＊)により影響を受ける中小企業者
　3号　突発的災害（事故等）(＊)により影響を受ける中小企業者 
　4号　突発的災害（自然災害等）(＊)により影響を受ける中小企業者 
　5号　全国的に業況の悪化している業種(＊)に属する中小企業者　
　6号　金融機関の破綻により資金繰りが悪化している中小企業者
　7号　金融機関の相当程度の経営合理化（支店の削減等）(＊)に伴って借入れ
　　　　が減少している中小企業者
　8号　整理回収機構に貸付債権が譲渡された中小企業者のうち、再生可能性
　　　　があると判断される者
　(＊)具体的には、案件ごとに経済産業大臣が指定します。
※中小企業者の認定の具体的な基準ついては、中小企業庁ホームページ

（http://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/sefu_net_gaiyou.htm）または

各市町村の窓口にお問い合わせ下さい。

　支援内容　支
　上記対象者に対し、保証限度額の別枠化を図る制度です。

■保証限度額
　（一般保証限度額）
　　普通保証………………2億円以内 
　　無担保保証……………8千万円以内 
　　無担保無保証人保証…1,250万円以内
　　（納税していること等、一定の要件あり。） 
　　　　＋
　（別枠保証限度額）
　　普通保証………………2億円以内（6号は3億円以内） 
　　無担保保証……………8千万円以内 
　　無担保無保証人保証…1,250万円以内
　　（一般保証同様、納税していること等、一定の要件あり。） 

■保証料
　おおむね1.0%以内で、信用保証協会ごと及び信用保証制度ごとに定められ

ています。

　手続きの流れ
　対象となる中小企業者の方は、本店（個人事業主の方は主たる事業所）所在

地の市町村の商工担当課等の窓口に認定申請書2通を提出（その事実を証明す

る書面等を添付）し、認定を受け、希望の金融機関または所在地の信用保証協

会に認定書を持参のうえ、保証付融資を申し込みます。

問い合わせ先 ●（社）全国信用保証協会連合会　Tel.03-3271-7201　　●山梨県信用保証協会　Tel.055-235-9700 

社
会
の
変
遷
と
お
み
せ

　
古
い
話
に
な
る
が
昭
和
30
年
代
初
頭
、
小
学
生
の
頃
、

通
学
路
の
途
中
に
「
薪
屋
さ
ん
」（
燃
料
店
）
が
あ
っ
た
。

小
割
り
さ
れ
た
薪
が
30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
長
さ
に
揃
え

ら
れ
、
針
金
で
く
く
っ
て
一
抱
え
ほ
ど
の
束
に
な
っ
て

い
る
、
そ
れ
が
コ
ー
ル
タ
ー
ル
で
塗
ら
れ
た
板
壁
に
沿

っ
て
軒
ま
で
届
く
ほ
ど
、
小
口
を
外
に
向
け
て
ギ
ッ
シ

リ
と
見
事
に
積
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
風
情
に
店
の
「
勢

い
」
を
感
じ
取
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
30
年
代
半
ば
、

中
学
校
に
通
う
頃
に
は
軒
の
薪
束
は
す
っ
か
り
姿
を

消
し
て
練
炭
に
代
わ
っ
て
い
た
。
夏
休
み
の
帰
省
、
母

親
が
自
慢
げ
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
火
を
付
け
て
食
事
を

支
度
し
て
く
れ
る
、
久
し
ぶ
り
の
家
庭
料
理
に
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
あ
の
「
薪
屋
さ
ん
」
か

ら
貰
っ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
た
の
が
昭
和
41
年
頃
で

あ
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
国
を
挙
げ

て
本
格
的
な
高
度
経
済
成
長
路
線
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に

突
き
進
ん
だ
頃
、
旺
盛
な
住
宅
建
設
需
要
の
波
に
乗
っ

て
、
店
内
に
も
ガ
ス
コ
ン
ロ
付
の
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
が

所
狭
し
と
並
ん
だ
の
は
極
自
然
で
あ
り
、
お
店
も
先
代

か
ら
二
代
目
に
継
が
れ
、
昭
和
も
終
わ
り
に
な
る
頃
に

は
、
流
通
合
理
化
・
再
編
の
狭
間
で
大
手
商
社
の
チ
ャ

ネ
ル
に
下
り
、
か
つ
て
の
顧
客
を
エ
リ
ア
と
す
る
集
金

サ
ー
ビ
ス
業
に
転
身
し
て
い
た
の
も
当
然
の
成
り
行

き
で
あ
っ
た
。

　
「
薪
屋
さ
ん
」
の
変
遷
は
、
ま
さ
に
社
会
の
成
長
・
成

熟
に
沿
っ
て
経
済
の
営
み
が
変
っ
て
行
く
こ
と
と
重

な
る
。
一
昨
年
以
来
原
油
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
あ
お
り
を
受
け
石
油
製
品
は
軒
並
み
急
騰
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
も
１
リ
ッ
タ
ー
当
り
１
５
０
円
を
超
え
た
。

こ
の
た
め
企
業
経
営
や
家
庭
生
活
は
大
き
な
影
響
を

受
け
る
。
今
回
の
原
油
の
高
騰
は
投
機
資
金
が
原
油
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
流
れ
相
場
を
引
き
上
げ
た
こ
と
が
主
な

原
因
だ
と
い
う
。
低
価
格
の
受
注
競
争
で
痛
め
つ
け
ら

れ
、
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
燃
料
費
の
コ

ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
が
経
営
を
圧
迫
す
る
と
運
輸
業
関
係

業
界
の
組
合
役
員
は
訴
え
る
。
な
か
な
か
受
注
価
額
に

転
嫁
出
来
な
い
実
情
か
ら
収
益
が
縮
小
す
る
に
止
ま

ら
ず
、
損
失
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
今
後
、
企
業
経
営

に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
の
な
か
で
、
そ
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な

い
。
自
助
努
力
を
超
え
た
経
営
環
境
の
変
化
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
る
。
成
熟
し
た
経
済
国
家
と
な
っ
た
我
国

の
企
業
対
策
（
中
小
企
業
）
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
必

要
性
が
増
し
て
ゆ
く
は
ず
で
あ
る
。

ま
き

ま
き

　開 催 日　平成20年5月26日（月）
　開催場所　昭和町　アピオ
　開催日程　14:00～15:00　通常総会
　　　　　　15:10～16:30　表彰式
　　　　　　16:40～18:00　交流会

　山梨県中小企業団体中央会では、長年にわたり組合、
青年部、女性部活動に貢献した方を対象に表彰候補
者を募集しています。

　募集対象　組合功労者、青年部功労者、
　　　　　　女性部功労者、優良専従職員
　募集締切　平成20年4月11日（金）
　表彰式典　平成20年5月26日（月）
　　　　　　15:10～

●詳しくは、
　山梨県中小企業団体中央会総務課まで
　　　　　　　　　　　　　Tel.055-237-3215
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データから見た業界の動き（平成20年2月分）

収益状況
2007年2月

景況感
2007年2月

売上高
2007年2月

2008年2月 2008年2月2008年2月

減少
44% 不変

48%

増加
8%

悪化
32%

不変
62%

好転
6%

悪化
32%

不変
66%

好転
2%

減少
50% 不変

36%

増加
14%

悪化
4%

不変
42%

好転
4%

悪化
50%

不変
46%

好転
4%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成20年2月分））

   

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
今
回
は
、『
平
成
20
年
度
に
お

け
る
各
業
界
の
景
気
の
見
通
し
』

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
製
造
業
に
関
し
て
は
、
未
だ
先

が
見
え
な
い
原
油
高
騰
を
懸
念
し
、

『
材
料
費
の
高
騰
等
に
よ
り
平
成

19
年
度
以
上
に
収
益
を
圧
迫
し

て
く
る
だ
ろ
う
』
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
仕
事
量

の
減
少
や
規
制
緩
和
に
よ
る
過

当
競
争
等
に
よ
り
価
格
破
壊
が

お
き
て
い
る
、
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。

　
非
製
造
業
に
関
し
て
は
、
こ
ち

ら
で
も
『
原
油
高
騰
に
よ
る
影
響

が
大
き
い
だ
ろ
う
』
と
い
う
意
見

も
多
か
っ
た
が
、そ
れ
に
加
え
、『
長

引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
消
費
者

の
購
買
意
欲
も
低
迷
し
、
売
上
が

伸
び
て
こ
な
い
だ
ろ
う
』
と
い
う

意
見
も
多
か
っ
た
。

　
全
体
的
に
み
る
と
、
や
は
り
各

業
界
も
『
原
油
高
騰
』
を
懸
念
し

て
い
る
。
資
材
、
原
材
料
等
の
値

上
が
り
が
止
ま
ら
ず
収
益
を
圧

迫
し
、
そ
れ
に
加
え
、
仕
事
量
の

減
少
に
よ
る
競
争
の
激
化
等
も

加
わ
り
、
各
業
界
と
も
『
平
成
20

年
度
の
景
気
の
見
通
し
』
に
つ
い

て
、厳
し
い
見
方
を
し
て
い
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）
／
全

体
的
な
値
上
げ
動
向
か
ら
買

い
控
え
が
見
受
け
ら
れ
る
。
原

材
料
高
騰
で
採
算
は
厳
し
い
。

　
（
洋
菓
子
製
造
）
／
大
手
メ
ー

カ
ー
の
委
託
生
産
指
向
が
強

く
O
E
M
が
好
調
で
、
売
上
は

前
年
同
期
比
1
1
4
％
と
伸

長
し
て
い
る
が
、
原
材
料
の
高

騰
で
採
算
面
は
厳
し
い
。

●
繊
維
工
業
／
海
外
ブ
ラ
ン
ド

の
ア
プ
ル
ー
バ
ル
（
承
認
）
に

時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
前
か
ら
の
発
注
が
遅

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ネ
ク
タ
イ

に
関
し
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
店
の

中
国
発
注
が
増
え
、
一
段
と
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。

●
繊
維
製
品
製
造（
ニ
ッ
ト
）
／

中
国
か
ら
の
輸
入
価
格
が
上

昇
し
て
い
る
た
め
、
国
内
生
産

が
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る

模
様
。
た
だ
し
、
価
格
は
中
国

を
基
準
に
考
え
ら
れ
が
ち
な

た
め
、低
下
傾
向
に
あ
る
。今
後
、

こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
顕
著

に
現
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
を
収
益
に
結
び
つ
け
て

い
く
戦
略
が
重
要
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
素
材
は
、

2
月
は
降
雪
の
た
め
出
材
が

少
な
か
っ
た
。
価
格
は
下
が
り

気
配
で
弱
い
。製
材
品
の
う
ち
、

構
造
材
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
も

動
き
や
価
格
は
変
わ
ら
な
い
。

建
築
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
許

可
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
操
業
は

前
月
に
比
べ
上
向
い
て
き
た
。

●
鉱
業
／
年
度
末
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
売
上
高
は
増
加
し

た
が
、
収
益
に
つ
い
て
は
特
採

部
と
し
て
の
基
本
問
題
で
あ

る
特
採
料
が
改
正
さ
れ
な
い

限
り
好
転
は
し
て
い
か
な
い
。

資
金
繰
り
に
つ
い
て
も
大
型

倒
産
が
続
出
し
て
い
る
中
な

の
で
、
好
転
し
て
い
く
気
配
は

全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

●
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
／
年
度

末
も
近
く
、
公
共
土
木
の
契
約

残
量
も
順
調
に
消
化
さ
れ
、
前

年
比
4
％
減
で
と
ど
ま
っ
た
。

年
度
末
工
期
の
仕
事
が
終
了

す
る
と
、
4
月
以
降
の
契
約
残

量
も
少
な
く
、
厳
し
く
な
り
そ

う
で
あ
る
。

●
金
属
製
品
製
造
／
例
年
と
同

様
に
、
3
月
の
期
末
を
控
え
て

の
忙
し
い
状
態
が
2
、
3
月
は

継
続
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
新

規
発
注
の
も
の
は
単
価
が
厳

し
く
、採
算
す
れ
す
れ
で
あ
る
。

■
非
製
造
業

●
衣
料
品
卸
売
業
／
価
格
改
正

が
追
い
つ
か
な
い
く
ら
い
値

上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
っ
て

い
る
。
以
前
は
値
上
げ
と
い
う

と
仮
需
が
発
生
し
た
が
、
今
は

売
上
の
見
通
し
が
た
た
な
い

た
め
、そ
れ
が
全
く
な
い
。

●
飲
食
料
品
小
売（
水
産
物
）
／

中
国
製
冷
凍
餃
子
事
件
に
端

を
発
す
る
食
品
安
全
衛
生
へ

の
取
組
は
、
業
界
に
は
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　（
食
肉
）
／
中
国
産
冷
凍
餃
子

事
件
の
影
響
に
よ
り
、
国
産
の

畜
産
物
が
高
騰
し
、
一
段
と
収

益
状
況
は
悪
化
。
売
価
へ
の
転

嫁
も
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

●
電
機
製
品
小
売
／
2
月
の
出

荷
状
況
の
中
で
、
地
域
店
と
量

販
店
の
格
差
が
更
に
開
い
た
。

県
内
の
量
販
店
は
前
年
比
5

％
伸
長
。
地
域
店
は
逆
に
7
％

〜
10
％
ダ
ウ
ン
と
な
っ
た
。

●
石
油
製
品
小
売
／
2
月
は
原

油
価
格
が
上
昇
し
た
が
、
円
高

ド
ル
安
の
た
め
、
前
月
比
横
ば

い
と
な
っ
た
。
し
か
し
元
売
り

各
社
は
1
月
末
ま
で
の
消
費

者
へ
の
未
転
嫁
分
が
要
因
と

な
り
2
円
程
度
の
値
上
げ
を

行
っ
た
が
、
各
S
S
は
需
要
減

退
に
よ
り
販
売
価
格
を
据
え

置
い
た
。
3
月
は
原
油
コ
ス
ト

の
上
昇
分
を
為
替
レ
ー
ト
の

円
高
ド
ル
安
に
よ
り
、
若
干
の

値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
。

●
商
店
街
／
長
期
の
消
費
低
迷
、

大
型
倒
産
な
ど
で
ム
ー
ド
は

悪
い
。
郊
外
大
型
店
舗
の
出
店

が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
状
況
は
悪

化
し
て
い
る
模
様
。

●
宿
泊
／
予
約
先
の
多
様
化
に

よ
り
、
顧
客
が
広
範
囲
に
動
い

て
い
る
。

●
総
合
工
事
／
今
後
は
原
材
料

価
格
の
高
騰
も
当
然
の
こ
と

な
が
ら
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
仕

事
の
発
注
量
減
少
が
な
お
一
層
、

顕
著
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

相
当
厳
し
い
減
収
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。

●
職
別
工
事（
鉄
構
）
／
例
年
、
2

〜
3
月
は
年
度
末
の
工
事
発

注
が
あ
り
、
あ
る
程
度
の
仕
事

は
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
っ
た
が
、
今
年
は
昨
年
か
ら

の
建
築
基
準
法
改
正
の
影
響

で
工
事
量
が
減
っ
て
お
り
工

場
稼
働
率
が
60
〜
70
％
と
少

な
く
、
全
て
の
項
目
が
悪
化
し

て
い
る
。

●
運
送（
タ
ク
シ
ー
）
／
昨
年
に

比
べ
、売
上
は
伸
び
な
か
っ
た
。

原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る

物
価
の
値
上
が
り
等
で
景
気

が
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
ト
ラ
ッ
ク
）
／
輸
送
依
頼
は

あ
る
が
、
運
賃
単
価
が
見
合
わ

な
い
。
ま
た
、
前
年
に
比
べ
、
ま

す
ま
す
先
行
き
不
透
明
感
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　製造業におけるDI 高は
－20（前年同月比＋10）と改善しし
たものの、収益状況は－45（前月
比－10）と悪化した。景況感は－
40（前年同月比±0）と横ばいだ
った。 
　非製造業におけるDI値は、売上
高は－47（前年同月比＋10）、景
況感は－50（前年同月比＋10）と改善改善
したものの、収益状況は－53（前年同月比－20）と悪化した。
　全体的に見ると、売上高は－36（前年同月比＋10）、景況感
は－46（前年同月比＋6）と改善したものの、収益状況は－50
（前年同月比－16）と悪化した。 
　今月は収益状況において、製造業、非製造業とも大幅に悪
化した。これは、原油高騰による資材価格、原材料価格等の上
昇により、収益が圧迫されているものと考えられる。

　�

山
梨
県
印
刷
工
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
笠
井 

健
夫 

氏

業
界
の
景
況
は
？

　
ま
ず
一
つ
は
、
組
合
か
ら
脱
退
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ

り
、
決
し
て
高
額
で
は
な
い
賦
課
金
で
す
ら
、
経
費
と
し
て

削
減
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が
あ
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
後
継
者
不
足
も
脱
退
原
因
の
一
つ
で
す
。
企
業
の

経
営
自
体
が
厳
し
い
た
め
、
後
継
者
の
こ
と
を
危
惧
し
て
経

営
を
辞
め
て
し
ま
う
企
業
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
組
合

員
数
も
全
盛
期
に
比
べ
３
割
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
売
上
の
減
少
で
す
。
こ
れ
は
、
仕
事
量
の
減
少

に
よ
り
競
争
が
激
化
し
、
仕
事
単
価
が
著
し
く
下
落
し
て
き

て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
売
上
高
も
最
盛
期
に
比
べ
、
４

割
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
は
？

　
こ
こ
最
近
の
動
き
と
し
て
、
山
梨
県
発
注
の
印
刷
物
の
契

約
形
態
が
『
物
品
』
か
ら
『
製
造
請
負
』
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
組
合
が
５
年
ほ
ど
前
か
ら
山
梨
県
へ
陳
情
し
て

い
た
案
件
で
す
。
契
約
形
態
が
『
物
品
↓
製
造
請
負
』
に
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
札
に
関
す
る
最
低
制
限
価
格
制

度
の
導
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
著
し
く
下

落
し
て
い
る
仕
事
単
価
を
適
正
価
格
に
戻
す
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
全
国
で
も
ま
だ
少

な
い
、
印
刷
物
に
対
す
る
『
最
低
制
限
価
格
』
の
導
入
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、『
Ｍ
Ｕ
Ｄ
（
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ

ザ
イ
ン
）
』
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。『
Ｍ
Ｕ

Ｄ
』
と
は
、
文
字
と
色

を
印
刷
業
界
と
し
て

見
や
す
い
印
刷
物
を

提
供
し
、
よ
り
良
い

社
会
環
境
づ
く
り
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
考
え
方
で

す
。
色
覚
障
害
の
あ

る
方
に
も
わ
か
り
や

す
い
印
刷
物
を
こ
れ

か
ら
も
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

色覚障害者にも見やすいカレンダー
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（社）山梨県産業廃棄物協会

湯村温泉旅館協同組合

山梨中央建設協同組合

熱心に研修を受ける事業者

明野廃棄物最終処分場にある浸出水処理施設敷地（調整槽）

ほうとうを振る舞う

熱心に聞き入る参加者

説明を聞く参加者

　
（
社
）
山
梨
県
産
業
廃
棄

物
協
会
（
古
屋
昶
会
長
）
は

去
る
３
月
13
日
、昭
和
町
の

ア
ピ
オ
甲
府
に
て
、参
加
者

１
０
５
社
１
２
５
名
を
集
め
、

『
平
成
19
年
度
廃
棄
物
適
正

処
理
研
修
会
』を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
三
項
目
あ
り
、い

ず
れ
も
会
員
の
関
心
が
高

い
案
件
で
あ
っ
た
。

　
一
つ
目
は
、『
明
野
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
管
理
運

営
方
針
等
に
つ
い
て
』
で
、

講
師
は
（
財
）
山
梨
県
環
境

整
備
事
業
団
の
窪
田
敏
男
事
務
局
次
長
。
ま
ず
、
明
野
最
終
処
分
場
の

概
要
に
つ
い
て
、
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
遮
水
工
（
浸
出
水
を
漏
水

さ
せ
な
い
も
の
）よ
り
も
強
度
の
遮
水
工
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
を
説

明
し
た
後
、『
廃
棄
物
の
受
入
基
準
の
規
定
案
』や『
受
入
廃
棄
物
の
搬
入

管
理
の
規
定
案
』
に
つ
い
て
紹
介
し
、
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
二
つ
目
は
、『
産
業
廃
棄
物
の
処
理
委
託
に
つ
い
て
』で
、講
師
は
山
梨

県
森
林
環
境
部
環
境
整
備
課
の
上
田
広
樹
副
主
査
。廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
を
中
心
に
、『
二
者
契
約
の
遵
守
』と『
再
委
託
の

禁
止
』に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
三
つ
目
は
、『
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
』
で
、
講
師
は
山
梨

県
森
林
環
境
部
環
境
整

備
課
の
菊
島
利
一
副
主
査
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
に
つ
い
て

の
経
緯
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
措

法
の
施
行
、今
後
の
処
理

方
法
に
つ
い
て
等
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
各
テ
ー
マ

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

お
り
、環
境
問
題
が
世
界

的
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
現
在
、産
業
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
処
理
事
業
者

と
し
て
適
切
な
事
業
を

推
進
す
る
た
め
に
有
意

義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　
旅
館
組
合
で
は
３
月
１
日
（
土
）
に

ホ
テ
ル
湯
伝
駐
車
場
に
お
い
て
、「
味

噌
づ
く
り
体
験
」
を
実
施
し
、
約
60
名

が
参
加
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、昨
年
甲
府
市
の
主

催
で
、
風
林
火
山
博
の
見
学
、
イ
チ
ゴ

狩
り
も
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
た
が
、２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

旅
館
組
合
が
主
催
と
な
り
、「
味
噌
づ

く
り
体
験
」に
日
帰
り
入
浴
を
加
え
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
。

　
幸
い
に
も
天
候
に
恵
ま
れ
、親
子
連
れ
や
年
配
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
様
々

な
参
加
者
が
あ
り
、昨
年
参
加
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
も
あ
っ
た
。食
の
安
全

に
対
す
る
消
費
者
の
要
求
か
ら
、「
地
産
地
消
」が
定
着
し
つ
つ
あ
る
中
、

地
元
産
の
大
豆
を
つ
か
っ
た
味
噌
づ
く
り
は
好
評
で
あ
り
、日
程
説
明

の
後
、参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
毎
に
分
か
れ
て
、和
気
あ
い
あ
い
な
が
ら
も

真
剣
に
味
噌
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。特
に
、味
噌
玉
を
桶
に
入
れ
る
場

面
で
は
、日
頃
の
ス
ト
レ
ス
の
発
散
と
ば
か
り
、思
い
っ
き
り
桶
に
投
げ

入
れ
る
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

　
味
噌
は
、
１
年
間
保
管
し

た
後
、
配
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
１
年
後
の
完
成
の

日
が
で
楽
し
み
で
あ
る
と

参
加
者
は
話
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
味
噌
づ
く
り
体
験

後
は
、
旅
館
組
合
が
地
元
産

の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
入

れ
た
ほ
う
と
う
を
振
る
舞
い
、

参
加
者
は
そ
の
お
い
し
さ

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　
参
加
者
同
士
の
楽
し
い「
ふ

れ
あ
い
」
の
あ
と
は
、
心
地

よ
い
疲
れ
を
癒
す
温
泉
に

入
浴
し
、
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
。

　
な
お
、
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
、
温
泉
入
浴
は
、
当
日

だ
け
で
な
く
、
有
効
期
間
を

長
く
し
た
た
め
、
参
加
者
は

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
喜
ん
で
い
た
。

鈴木理事長あいさつ

　
去
る
３
月
18
日

に
甲
府
市
大
津
町「
山

梨
県
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
研
修
室
」
に

お
い
て
、
外
国
人
研

修
生
・
技
能
実
習
制

度
に
関
す
る
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
中

央
会
と
将
来
的
に『
外

国
人
研
修
生
共
同

受
入
事
業
』
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る

山
梨
中
央
建
設
協

同
組
合
（
宮
川
武
理

事
長
）
と
の
共
催
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
す
で
に
組
合
の
共
同
事
業
と
し
て
『
外
国
人
研
修

生
共
同
受
入
事
業
』
を
実
施
し
て
い
る
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

を
は
じ
め
25
名
（
７
団
体
）
が
出
席
し
た
。

　
当
日
研
修
会
の
講
師
を
務
め
た
の
は
、
外
国
人
研
修
制
度
・
技
能
実

習
制
度
の
専
門
指
導
機
関
で
あ
る
（
財
）
国
際
研
修
協
力
機
構
の
企
業

部
相
談
課
の
大
森
課
長
で
、
〜
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
内
容

と
適
正
運
営
に
つ
い
て

〜
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
『
外
国
人
研
修
制
度
・

技
能
実
習
制
度
』
の
目

的
を
確
認
し
、
研
修
生

の
受
入
要
件
、
研
修
生

受
入
ま
で
の
手
続
き
の

流
れ
、
外
国
人
研
修
生
・

技
能
実
習
生
受
入
の
留

意
点
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
研
修
会
の
最
後
に
、

山
梨
県
内
の
先
進
事
例

で
現
在
研
修
生
・
実
習

生
を
合
わ
せ
て
50
名
の

受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
、

山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業

組
合
川
手
理
事
長
よ
り

取
り
組
み
に
つ
い
て
の

話
し
が
な
さ
れ
、
参
加

者
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。

（財）国際研修協力機構　大森課長
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このコーナーでは、「地元大学と中小企業の橋渡し」のために山梨大学の先生と
研究の紹介をしています。中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できる
だけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。

●製造技術や製造装置に関する課題解決やご相談がありましたら、山梨大学･産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

清水�毅��先生

工学部附属ものづくり教育実践センター　
　専任教員　准教授　

■ものづくり教育実践センターの取り組み
　研究者としては、画像を利用した計測システムと

生産システムの連携を専門としています。具体的には、

複数のカメラを使って三次元の形状測定を行いＦ

Ａなどに応用するステレオカメラ技術に関する研

究を行っています。

　しかし現在は、工学部附属ものづくり教育実践セ

ンターの専任教員として、工学部の学生に「ものづ

くり」の楽しさや難しさを知ってもらう教育プログ

ラムの企画と管理に重点をおいています。

　センターでは、水晶・甲州鬼面瓦・手彫印章・硯・ガ

ラス細工など県内の伝統工芸製作を通して「ものづ

くり」に興味を持ってもらう１年生を対象にしたカ

リキュラムと、２・３年生を対象に金属加工・鍛造鋳造・

溶接などの機械操作や製造技術の実習を行い、机上

の理論ではない実際の「ものづくり」の難しさを教

えるカリキュラムを実施しています。これらのカリ

キュラムを通して毎年300名以上の学生が学んでい

ます。また、卒業論文や修士論文の研究を行ってい

る４年生や修士学生には、研究に必要な実験装置の

製作指導や支援などを行っています。

■ものづくりの難しさと楽しさ
　我が国は食糧の60％以上を輸入に頼っていると

言われますが、その食糧を買うため、国内で作った

ものを海外に売っており、「ものづくり」は日本の柱

であると言われています。ものづくり立国を目指す

我が国にとって、先進的な研究をする人材も必要で

すが、設計や技術などで生産現場を支えていく人材

の育成も重要です。

　「ものづくり」は簡単ではありません。設計図面が

あれば簡単にモノが作れるわけではありません。様々

な工程や段取りがあり、失敗や経験の積み重ねから

築き上げられた生産技術が「ものづくり」の現場を

担っています。日本の「ものづくり」は、多くの中小

企業の優れた生産技術によって支えられていますが、

学生はどうしても先進的な研究開発に目を向けが

ちです。もっと生産技術の重要性を理解して、製造

現場から目をそらさない「ものづくり」に取り組め

る人材の育成が必要です。そのために、機械の使い

方や製造行程の実習を通して、ものづくりの難しさ

や楽しさを実感してもらいたいと思っています。

　センターには、旋盤やフライス盤からCAD/CAM

機、マシニングセンタや光造形機などの大型の製造

機械までの多様なハードと共に、機械加工・電気電子・

土木・化学などの専門知識と経験を持った技術職員

というソフトも充実しています。これらをうまく組

み合わせて「ものづくり立国」を支える人材育成の

一端を担って行きたいと考えています。

　今後は、専門基礎プログラム、伝統工芸体験プロ

グラムに加えて、三次元測定やロボット技術などの

最新の生産工学の技術を取り入れた実習を行う工

学的要素も体験できるプログラムの企画も検討し

ています。

■中小企業のものづくりへの協力体制も
　ものづくり実践教育センターは、平成17年に工学

部の各学科に配置されていた多彩な技術を持つ技

術職員と生産設備を一ヶ所に集約する横断的な再

編成により発足しました。学生の教育だけでなく、

大学内の様々な学生・先生・研究室からの技術的な

相談にものっています。

　当センターの技術職員は前向きで研究熱心です

から、中小企業の皆さんから相談に対してもより具

体的・実践的なレベルでの相談に乗れると思います。

また、工学部の様々な研究や先生の情報にも精通し、

先生方とのコネクションもありますから、製造や技

術に関する相談だけでなく、理論的なバックボーン

の相談も柔軟に対応できると思います。

　センターの存在は学外にはまだまだ知られてい

ませんが、これからは中小企業との製造技術の共同

研究などを通じて、山梨県のものづくりに貢献して

いきたいと思います。

ものづくり実践教育センターで製造実習をする学生

理事長／岩下 隆行
設立／平成19年12月28日
住所／山梨県山梨市下井尻380番地
TEL／0553-23-1512　FAX／0553-23-1513
組合員／6名　出資金／300万円

組合の沿革・設立の経緯

　近年、環境保全の意識の高まりとともに、廃棄物の適正処理や資源リサイクルの推進
が叫ばれております。生活系一般廃棄物の収集運搬を行う事業者にとっても、企業経営
の枠を越えて行政や地域住民と連携し、循環型社会の実現を推進することが重要な社
会的使命となっています。また一方で、地方行財政改革の一環として進められていた市
町村合併により、旧市町村毎に行っていた収集運搬事業も事業効率化やコスト削減の
ため統合することが求められています。笛吹市、南アルプス市、北杜市等では旧市町村
より委託を受けていた業者による協同組合等が設立され収集運搬業務の一本化により
事業の合理化・効率化が図られています。
　このような中、平成17年にそれぞれ合併が行われた山梨市及び甲州市において生活
系一般廃棄物収集運搬の委託を受けている６社の事業者により山梨・甲州環境協同組
合が設立されました。

組合の活動及び方針

　生活系一般廃棄物の収集運搬等の共同化をはかり、経費削減と運送の合理化を図る
とともに、広域化した行政及び地域住民と一体となって廃棄物の適正処理とリサイク
ルを推進。
　また、当組合が山梨市と甲州市における循環型社会構築のシンボルとなれるよう努
力を行う方針。
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　このコーナーは、日頃の疑問や
意味がよく分からない業界用語、
ちょっと気になる情報、知ってる
と得する豆知識等々を紹介します。

　
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
や
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
表

示
で
も
、甘
い
と
感
じ
る
飲
料
品
に
は
、

砂
糖
の
よ
う
な
糖
類
で
は
な
く
、キ
シ
リ

ト
ー
ル
、ラ
ク
チ
ト
ー
ル
と
い
っ
た
難
消

化
性
糖
質
と
い
う
甘
味
料
を
使
っ
て
カ

ロ
リ
ー
を
抑
え
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
言

う
言
葉
が
世
間
に
定
着
し
て
久
し
く
な
り

ま
す
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
む
中
高
年
の
お

父
さ
ん
方
も
急
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
‥
‥
。

　
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
気
候
も
暖
か

く
な
っ
て
、
仕
事
の
後
の
一
杯
、
ス
ポ
ー
ツ

で
汗
を
流
し
た
後
の
一
杯
な
ど
、
い
ろ
ん
な

理
由
が
く
っ
つ
い
て
誘
惑
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
さ
さ
や
か
な
抵
抗
な
の
か
、
気

休
め
な
の
か
、「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」・「
カ
ロ
リ

ー
オ
フ
」・「
低
カ
ロ
リ
ー
」・「
シ
ュ
ガ
ー
レ

ス
」・「
低
脂
肪
」
な
ど
の
表
示
の
あ
る
食
品

や
飲
料
品
を
買
う
人
も
多
い
は
ず
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
う
し
た
表
示
の
意
味
を
正
し
く
理

解
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
の
誤
解

  !?

　
最
近
、
缶
ビ
ー
ル
や
炭
酸
飲
料
な
ど
の
ド

リ
ン
ク
類
に
「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」「
カ
ロ
リ
ー

オ
フ
」
と
い
っ
た
表
示
を
よ
く
目
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
表
示
の
違
い
は
何
な
ん
で
し

ょ
う
か
？
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で

す
か
？

　
「
メ
タ
ボ
」「
糖
尿
病
」「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
対

策
で
「
カ
ロ
リ
ー
」
が
気
に
な
る
人
は
、
い
っ

た
い
ど
れ
を
選
べ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」
と
は
、
健
康
増
進
法
に

基
づ
く
基
準
で
、
飲
料
１
０
０
p
あ
た
り
５

カ
ロ
リ
ー
未
満
で
あ
れ
ば「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」

「
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
」と
表
示
が
出
来
る
の
で
す
。

　
５
０
０
p
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
中
25
カ
ロ

リ
ー
未
満
な
ら
甘
く
て
も「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」

「
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
」

の
表
示
で
良
い

と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
全

く
の
ゼ
ロ
で
は

な
い
こ
と
を
知

っ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
飲
料

１
０
０
p
あ
た

り
20
カ
ロ
リ
ー

以
下
で
「
カ
ロ

リ
ー
オ
フ
」「
カ
ロ
リ
ー
カ
ッ
ト
」「
低
カ
ロ

リ
ー
」な
ど
の
表
示
が
可
能
な
の
で
す
。

　
「
ノ
ン
シ
ュ
ガ
ー
」「
無
糖
」
と
い
っ
た
表

示
も
同
様
で
す
。

　
砂
糖
、
果
糖
や
乳
糖
と
い
っ
た
糖
類
が
食

品
１
０
０
g
（
飲
料
は
１
０
０
p
）
あ
た
り

０
・
5
g
未
満
で
あ
れ
ば
表
示
が
出
来
ま
す
。

「
砂
糖
不
使
用
」
と
す
る
表
示
に
至
っ
て
は
、

単
に
砂
糖
を
使
用
し
て
い
な
い
だ
け
の
意

味
で
、
果
糖
や
乳
糖
が
含
ま
れ
て
い
て
も
関

係
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
カ
ロ
リ
ー
が
低
い

か
ら
、
ゼ
ロ
だ
か
ら
、
砂
糖
が
入
っ
て
い
な

い
か
ら
と
表
示
だ
け
で
安
易
に
選
ん
で
、
過

剰
に
摂
取
を
す
る
と
、
思
い
が
け
ず
大
き
な

カ
ロ
リ
ー
を
体
に
た
め
込
む
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
方
は

「
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
」
よ
り
「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」・

「
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
」
の
表
示
の
も
の
を
選
ん

だ
方
が
良
い
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

システムプランナー　長谷川和信氏

　3月10、17日の2日間、中央市若

宮の有限会社アドラック「研修室」

において、『ホームページリニュ

ーアル研修会～あなたのホーム

ページは活かされていますか？～』

が開催された。ネット社会の現在、

ホームページ（以下、ＨＰ）を利用

して自社や商品を紹介している

企業が飛躍的に増加しているが、

効果的にＰＲできている企業は

非常に少数であると考えられる。また、『HPは持っているけど、有効

に活用できていない』、『販売実績が増えない』等の悩みを持つ企業も

多い。今回の研修会は、そういった方々を対象に、ＨＰを有効活用す

るには自社のＨＰをどうリニューアルしていけばよいのか、をテー

マに有限会社アドラックから『システムプランナー長谷川和信氏』を

講師に迎え、当会の主催で開催した。

　第1回目の研修会では、ＨＰの活用方法、そのメリット、新規顧客

を獲得するには、人気のでるＨＰとは等について、実際のＨＰを例に

挙げながら、研修を受けた。『人気のでるＨＰとは』というテーマでは、

静岡県にある『稲取温泉旅館協同組合』を例に挙げ、『1．コンセプト

が反映されている。2．ユーザビリティ（ＨＰの見やすさ、使いやすさ）

が高い。3．信頼感がある。』の3大要素が必要、と長谷川氏は述べた。

第２回目の研修会では、実際に受講者がグループに分かれ、『ボール

ペン』を商品とし、ＨＰ作成を体験した。研修内では、『ターゲットの

設定a商品の特徴をつかむa説明・提案を考えるaキャッチコピー

をつけるa商品名を

つくるa全体のイメ

ージを簡単に描く』

という順で、最終的

にはボールペン販売

のＨＰを作成した。

研修後には、長谷川

氏に積極的に質問を

する受講生も多く、

ＨＰの有効活用への

関心の高さをうかが

わせた。

　去る3月21日、中央会会議室において平成19年度情報連絡員会議を開催した。本

会では、県内の業界を代表する役職員50名を「情報連絡員」として委嘱し、毎月1回

行う各業界の景気動向や、組合・中小企業者の意見・要望等を調査し全国中央会へ

報告している。

　本会議は、県内の各業界の動向並びに意見・要望を把握し、経済動向について研

修しより質の高い情報を得るための意見交換の場とし年1回行われている。

　本会内藤悦次会長の挨拶のあと、関東財務局甲府財務事務所高橋悦治財務課長

より「山梨県内の経済の現状と見通し」と題し、財務統計からみる県内経済の動向

について講演を行った。

　続いて、本会より「情報連絡から見た山梨経済の1年」をテーマに、1年間の情報連

絡員からの調査結果と業界の景況をもとにとりまとめた山梨経済の動向を説明した。

　説明の後、参加者一人一人から各業界の景況の変化とそ原因・現状等、業界の問

題点・原油高騰問題による各業界に及ぼした影響、更には、今後の景気の見通につ

いて発表があった。

　県内の業況は、ほとんどの業種で昨年同様、原油価格の高騰による原材料の値上

がり分を価格に転嫁できず、収益が圧迫、また、不透明な金融情勢、食品偽装問題、

高齢化などによる消費者ニーズの変化など、全体的に厳しく、先行き楽観できない

状況が続いている旨が報告された。
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　就業形態の多様化、個別労働関係紛争の増加等に対応し、労働契約の内
容が労使の合意に基づいて自主的に決定され、個別の労働者及び使用者
の労使関係が良好なものとなるよう、労働契約に関する基本的なルール
を整えることを目的とした『労働契約法』が平成20年3月1日から施行さ
れました。

●労働契約の原則
　労使対等の合意原則、契約内容の書面確認、安全配慮等

●労働契約の成立・変更のルール
　合意原則、就業規則による労働条件変更ルールの明確化

●労働契約の継続・終了に関するルール
　出向・懲戒をする場合のルールの明確化、解雇権濫用の禁止

●有期労働契約に関するルール
　期間途中の解雇のルール、契約期間の配慮等

☆法律の本文・パンフレット等が厚生労働省ホームページに掲載されて
　いますのでご利用ください。

 厚生労働省ホームページアドレス
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/roudoukeiyaku01/
index.html

 問い合わせ先
　山梨県労働局監督課 （Tel.055-225-2853）・各労働基準監督署

　商工中金は、本年10月1日に協同組織金融機関から特殊会社（特別の法
律に基づく株式会社）に移行いたします。商工中金の株式会社化につきま
して、皆さまにご理解いただきたいポイントは以下のとおりです。
　引き続き、皆さまから信頼され、支持され、今まで以上にお役に立てる
よう、役職員一人ひとりが努力を続けてまいる所存でございます。今後と
も変わらぬ格別のご指導とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

①出資者の皆さまには、出資口数に応じて株式が割り当てられます。
また、お借入、ご預金等に関する特段の手続は不要です
②商工中金の中小企業金融の円滑化という目的・役割は不変です。
③特別準備金が確保され、強固な財務基盤が確立されます。
④中小企業金融の円滑化という使命を果たしつつ、収益力の向上に
努め、長期安定的に企業価値を向上させ、安定配当を志向した経営
を行います。
⑤商工中金の株式は未上場ですが、一定の流通性を確保できるよう、
全国規模の特定の証券会社を通じた株式の売買の仕組みを検討中
です。

ご不明な点は、本店又はお取引支店に、お気軽にお問い合わせください。

 お問い合せ先

商工中金 本店　総務部・民営化準備室　
　●フリーダイヤル：70120-674-311
　●URL：http://www.shokochukin.go.jp/ 
　　より詳細なパンフレット等も掲載されております。

山梨県中小企業団体中央会  総務課  主事  齊 藤 寛 之

カレーハウス じゃがいも 昭和店
昭和町河東中島1599-3

●営業時間
　11：30～14：00、18：00～23：00
●定休日：木曜日　●駐車場：有
●カウンター席：12、テーブル席：4
●ランチ（サラダ･スープ付）750円
　　　※大里町に姉妹店があります。

CoCo壱番屋●

昭和通り

市川大門線

●ファミリーマート

カレーハウス
じゃがいも

甲
府
方
面

中
央
市
方
面

至梨大医学部

　今回は、私の行きつけのお店『カレーハウス じゃがいも 昭和店』
を紹介します。
　私が通い始めて早10年、店の雰囲気と懐かしい味、毎回迷ってし
まう程の豊富なメニューが気に入って、ちょっと前までは週に一度

は食べていました。
　お店は、カウンター
席中心の喫茶店の雰
囲気で、客層は昼はサ
ラリーマンが多く、夜
はカップル中心。静か
でのんびりくつろげ
て、一見さんでも店長
が気さくに話しかけ
てくれます。
　味の方は日本の家

庭風カレーをベースにしており、メニューは50種類以上、トッピン
グや辛さも自由に選べます。また新メニューも定期的に登場します。
開店した21年前から変わらないスタイルで、飽きの来ないほっと
する味です。ボリュームもかなりあり、数多く揃えられたコミック
を読みながら、ついつい長
居してしまいます。私のお
すすめは、豚肉と納豆をか
らめた和風仕立ての「納豆
でブ～」と6種類から選べ
るランチです。
　4月中にこの新聞を持っ
て来店された方には何か
サービスがあるかも！？

 

労働契約法の概要
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　すっかり春の陽気になりま
した。
　中小企業タイムズ読者の皆
さん、19年度も1年間愛読い
ただきありがとうございました。
20年度もよりよい記事・情報
を提供するため、編集員一同頑
張りたいと思います。
　また1年よろしくお願いし
ます。

ご意見・ご要望は、
中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

　山梨県中小企業

団体中央会女性部

会（深沢紗世子会長）

は、平成20年2月28

日中巨摩郡昭和町「ア

ピオ甲府」において

『原点にもどり　未

来への挑戦』をテー

マに第8回県大会を

開催し、県内の女性

経営者、経営者パートナー、組合の女性役職員など約130が参

加した。

��基調講演は、石川県和倉温泉の株式会社加賀屋の小田禎彦会

長を招き、『情熱が変える!!　伝統継承が未来をひらく』と題し

て行った。｢プロが選ぶ日本のホテル･旅館100選」を28年連続総

合第１位の評価を受ける経営の秘策については、「笑顔で気働

き。女性の笑顔は、お客様を癒し、お客様への気遣いが、感動を

生み加賀屋のファンをつくる。また、真のサービスとは、正確

であること、相手の立場に立って思いやる心を持つことであ

り現場には、様々な宝物が眠っている。」と、小田会長は熱く語

った。

　経験発表では、山梨県化粧品小売協同組合女性部副部長の

古谷和子（㈱二文字屋）さんが経営者パートナーの立場から、「姑

の背中が、私の教科書だった。母から教えられたことを一つで

も多く伝えて行きたい。」と半生を振り返りながら語った。組

合女性部活動発表

では、山梨県認定

着付美容師会がＴ

ＰＯに併せた着付

けの技を披露した。

代表の中野豊子部

長は、「箪笥の肥や

しにせず、着物を

もっと気楽に楽し

んで欲しい。」と参

加者に提案した。 新しい帯結びを実演

㈱加賀屋
小田禎彦会長

山梨県化粧品小売（協）
女性部副部長
古谷和子氏

永い間ありがとうございました。

オイルショック、為替自由変動　

相場制への移行など戦後の日本相

経済を揺るがした出来事の直後、昭和49年に、中央会へ

就職いたしました。若い頃から歴代の会長さんをはじめ、

多くの組合理事長さんとお話する機会を与えられ、仕事

を通じて多くを教えていただき感謝しております。これ

は私の貴重な経験であり財産であると考えております。

また、本会の仕事を終えるに当り、職場の良き先輩同僚

のおかげで私の微力を出し尽くせたことに安堵と感謝

の気持ちで一杯であります。皆様のご健勝と当会のご発

展をお祈り申し上げ挨拶といたします。永い間本当にあ

りがとうございました。

事務局長

金丸猛雄
労働課 課 嘱託職員 嘱

秋山　勉

10ヶ月あまりの短い期間でし

たがありがとうございました。

　嘱託職員としての短い期間で

したが、温かくご指導・ご助言をいただきました中央会

の皆様に感謝いたします。

　団塊の世代に対する「Ｕ・Ｉターン事業」にかかわって

県内中小企業の現状と課題等の多くを知ることができ、

非常に有意義なものでありました。

　また、「Ｕ・Ｉターンサポートガイダンス」などを開催

することにより多数の関係各位の皆様方とお会いし、お

話しをお聞きすることにより大いに視野を広げること

ができたのではないかと感じております。

　改めて、お世話になった皆様方にお礼申し上げます。


